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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

（注）当社は平成25年10月１日付で、普通株式１株につき10株の割合をもって分割する株式分割を実施いたしました。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 162,541 7.7 38,173 △18.7 38,681 △18.9 34,958 △19.3
26年3月期第3四半期 150,968 3.7 46,972 △0.1 47,676 △0.2 43,309 △4.5

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 39,130百万円 （△16.3％） 26年3月期第3四半期 46,743百万円 （△1.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 22.31 ―
26年3月期第3四半期 27.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 1,152,857 344,610 28.7
26年3月期 1,155,203 306,726 25.5
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 330,687百万円 26年3月期 294,393百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
平成27年３月期 期末の配当につきましては、現時点では未定であります。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） ― ―

3. 平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 208,800 3.2 52,200 264.2 52,100 234.7 45,000 323.3 28.72



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

（注）当社は平成25年10月１日付で、普通株式１株につき10株の割合をもって分割する株式分割を実施いたしました。これに伴い、前連結会計年度の期首
に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続が実施中です。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料及び四半期決算説明会内容の入手方法について）
当社は、平成27年１月30日（金）に国内機関投資家・アナリスト向け電話会議を開催する予定です。なお、この電話会議で使用する決算補足説明資料は、決

算発表後速やかに当社ホームページに掲載いたします。

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 1,596,282,800 株 26年3月期 1,596,282,800 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 29,668,519 株 26年3月期 29,668,359 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 1,566,614,316 株 26年3月期3Q 1,566,615,131 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策などの効果により、雇用

環境や個人消費の動向は緩やかに改善しているものの、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反

動の長期化や、米国の金融緩和縮小による影響、中国に代表される新興国の経済変調、中東やウク

ライナの情勢等に起因する海外景気の下振れ懸念など、わが国の景気を下押しする可能性が、引き

続き存在しております。 

また、消費者金融業界においては、貸出や新規申込の回復などにより市場規模の減少に歯止めが

かかりつつありますが、利息返還請求の高止まりなど、引き続き厳しい環境が続いております。 

このような中、当社グループは、「一人でも多くのお客さまに 高の満足を感じていただき、個

人ローン市場において社会に信頼されるリーディングカンパニーを目指す」という経営ビジョンの

下、ローン事業、信用保証事業、海外金融事業を中核３事業と位置づけ、個人ローン市場における

シェアの拡大に努めております。 

当第３四半期連結累計期間においては、エム・ユー信用保証株式会社が平成 26 年３月に営業を

開始したことに加え、当社の信用保証残高も順調に拡大したことにより、信用保証収益が増加し、

営業収益は 1,625 億４千１百万円（前年同期比 7.7％増）となりました。しかしながら、利息返還

請求が想定を上回る水準で推移しているため、当第３四半期連結累計期間における当初請求予測額

の超過部分について利息返還損失引当金繰入額を計上したこと、貸倒引当金繰入額が増加したこと

などから、営業費用が1,243億６千７百万円（前年同期比19.6％増）となり、営業利益は381億７

千３百万円（前年同期比18.7％減）、経常利益は386億８千１百万円（前年同期比18.9％減）、四半

期純利益は349億５千８百万円（前年同期比19.3％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末に比べ総資産は23億４千５

百万円の減少、純資産は378億８千３百万円の増加となりました。資産、負債、純資産の増減状況

は次のとおりであります。 

 

（資産の部） 

資産の部については、流動資産が60億５千万円の減少、固定資産が37億４百万円の増加とな

り、資産合計では 23 億４千５百万円の減少となりました。流動資産の主な増減内容は、現金及

び預金（231億３百万円）、短期貸付金（99億９千９百万円）、有価証券（54億９千５百万円）な

どの減少、営業貸付金（285 億５千５百万円）、割賦売掛金（28 億５千万円）などの増加であり

ます。また、固定資産の主な増減内容は、退職給付に係る資産（41 億３百万円）、投資有価証券

（24億７千４百万円）などの増加、のれん（31億７千５百万円）などの減少であります。 

 

（負債の部） 

負債の部については、流動負債が814億３千３百万円の減少、固定負債が412億５百万円の増

加となり、負債合計では402億２千８百万円の減少となりました。主な増減内容は、利息返還損

失引当金（402 億７千５百万円）、借入金・社債（44 億７千７百万円）などの減少、繰延税金負

債（21億３千６百万円）などの増加であります。 

 

（純資産の部） 

純資産の部については、利益剰余金の増加により株主資本が357億８千２百万円の増加、その

他の包括利益累計額が５億１千万円の増加、少数株主持分が 15 億８千９百万円の増加となり、

純資産合計では378億８千３百万円の増加となりました。この結果、自己資本比率は3.2ポイン

ト増加し28.7％となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当連結会計年度の通期業績見通しは、平成26年５月８日に、営業収益2,088億円、経常利益521

億円、当期純利益450億円として公表しております。当第３四半期連結累計期間においては利息返

還損失引当金繰入額106億円を計上いたしましたが、営業収益の計画比上振れや経費の削減等もあ

ることから、通期業績見通しの見直しは行っておりません。 

なお、業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報等に基づいて作成したものであり

ます。しかしながら、当社グループの事業展開上リスクとなる可能性がある要素が複数存在してお

り、とりわけ利息返還請求の動向は、外部環境の変化等に影響を受けやすいことから特に不確実性

が高く、引き続き追加繰入のリスクは存在しております。 

終の業績はこれらのリスクを含むさまざまな要因によって予想数値と異なる可能性がありま

す。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

＜退職給付に関する会計基準等の適用＞ 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平

成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給

付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債

務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定

式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似した

年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の

加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴

う影響額を利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が37億９千４百万円増加し、

利益剰余金が28億２千７百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、

経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

＜企業結合に関する会計基準等の適用＞ 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年

度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等（ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。）を適用し、支配が継続している場合の

子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を

発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計

期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額

の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更

いたします。 
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 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（３）、連結会計基準第44

－５項（３）及び事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な取扱いに従っており、過

去の期間のすべてに新たな会計方針を遡及適用した場合の当第３四半期連結累計期間の期首時点の

累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減しております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首において、のれん24億３千６百万円、資本剰余金23

億３千９百万円及び為替換算調整勘定４億３千３百万円が減少し、利益剰余金が３億３千５百万円

増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ１億７千７百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 130,208 107,105

営業貸付金 828,622 857,178

銀行業貸出金 60,338 61,190

割賦売掛金 18,111 20,962

買取債権 8,846 8,804

有価証券 17,085 11,589

商品有価証券 2,495 1,444

商品及び製品 325 325

原材料及び貯蔵品 69 79

繰延税金資産 20,022 22,184

短期貸付金 9,999 －

その他 49,285 54,696

貸倒引当金 △45,128 △51,329

流動資産合計 1,100,281 1,094,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,129 6,675

器具備品（純額） 10,877 11,382

土地 6,235 6,240

その他（純額） 1,075 1,200

有形固定資産合計 25,318 25,499

無形固定資産

のれん 10,865 7,689

ソフトウエア 6,400 6,921

その他 43 43

無形固定資産合計 17,309 14,655

投資その他の資産

投資有価証券 1,787 4,262

退職給付に係る資産 1,028 5,132

繰延税金資産 156 63

差入保証金 5,817 5,789

その他 4,174 3,859

貸倒引当金 △672 △635

投資その他の資産合計 12,292 18,471

固定資産合計 54,921 58,626

資産合計 1,155,203 1,152,857
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 240 341

短期借入金 48,187 9,223

1年内返済予定の長期借入金 164,273 121,862

1年内償還予定の社債 51,926 49,712

銀行業預金 74,516 74,740

未払法人税等 1,189 1,659

債務保証損失引当金 5,907 6,417

資産除去債務 9 10

割賦利益繰延 93 87

その他 15,003 15,857

流動負債合計 361,347 279,913

固定負債

社債 136,088 182,851

長期借入金 219,491 251,839

繰延税金負債 1,608 3,762

役員退職慰労引当金 27 25

利息返還損失引当金 124,100 83,824

退職給付に係る負債 220 248

資産除去債務 4,544 4,592

その他 1,049 1,189

固定負債合計 487,128 528,333

負債合計 848,476 808,247

純資産の部

株主資本

資本金 63,832 63,832

資本剰余金 76,010 73,671

利益剰余金 173,398 211,520

自己株式 △19,793 △19,794

株主資本合計 293,447 329,230

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 22 5

為替換算調整勘定 △756 471

退職給付に係る調整累計額 1,679 979

その他の包括利益累計額合計 945 1,456

少数株主持分 12,333 13,923

純資産合計 306,726 344,610

負債純資産合計 1,155,203 1,152,857
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

営業収益

営業貸付金利息 105,784 107,009

銀行業貸出金利息 5,647 6,261

包括信用購入あっせん収益 1,647 1,924

個別信用購入あっせん収益 213 78

信用保証収益 18,828 26,487

買取債権回収高 4,144 3,874

その他の金融収益 836 988

その他の営業収益 13,865 15,916

営業収益合計 150,968 162,541

営業費用

金融費用 16,006 14,780

債権買取原価 1,585 1,524

その他の営業費用 86,403 108,062

営業費用合計 103,996 124,367

営業利益 46,972 38,173

営業外収益

受取利息 100 143

受取配当金 9 11

持分法による投資利益 28 17

受取家賃 243 236

その他 356 144

営業外収益合計 738 552

営業外費用

支払利息 15 16

投資事業組合運用損 8 11

その他 10 16

営業外費用合計 33 44

経常利益 47,676 38,681
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 10 9

投資有価証券売却益 0 47

その他 0 0

特別利益合計 11 56

特別損失

固定資産売却損 3 9

固定資産除却損 127 54

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 7 0

その他 0 0

特別損失合計 140 64

税金等調整前四半期純利益 47,547 38,673

法人税、住民税及び事業税 1,834 2,508

法人税等調整額 524 △1,008

法人税等合計 2,358 1,499

少数株主損益調整前四半期純利益 45,188 37,173

少数株主利益 1,878 2,215

四半期純利益 43,309 34,958
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 45,188 37,173

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 119 △16

為替換算調整勘定 1,435 2,289

退職給付に係る調整額 － △315

その他の包括利益合計 1,554 1,957

四半期包括利益 46,743 39,130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 44,712 36,288

少数株主に係る四半期包括利益 2,030 2,842
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　　該当事項はありません。
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４．【参考】四半期財務諸表（個別）

（１）【参考】四半期貸借対照表（個別）
（単位：百万円）

前事業年度 当第３四半期会計期間
（平成26年３月31日） （平成26年12月31日）

資産の部
流動資産

現金及び預金 111,048 90,181 
営業貸付金 726,191 739,698 
割賦売掛金 17,281 20,273 
有価証券 17,000 11,500 
商品及び製品 325 325 
原材料及び貯蔵品 36 40 
繰延税金資産 17,878 19,922 
求償債権 18,588 23,318 
その他 27,324 16,937 
貸倒引当金 △34,260 △39,170 
流動資産合計 901,415 883,027 

固定資産
有形固定資産 23,615 23,708 
無形固定資産 12,585 12,595 
投資その他の資産

前払年金費用 － 3,465 
その他 35,458 33,643 
貸倒引当金 △740 △630 
投資その他の資産合計 34,718 36,478 

固定資産合計 70,919 72,781 
資産合計 972,335 955,809 

負債の部
流動負債

買掛金 219 328 
短期借入金 41,600 － 
1年内返済予定の長期借入金 138,985 107,161 
1年内償還予定の社債 50,326 40,113 
未払法人税等 183 115 
債務保証損失引当金 5,540 6,010 
資産除去債務 0 7 
その他 10,870 10,379 
流動負債合計 247,726 164,116 

固定負債
社債 111,000 161,000 
長期借入金 205,029 226,599 
繰延税金負債 12 1,258 
退職給付引当金 1,045 － 
利息返還損失引当金 124,100 83,824 
資産除去債務 4,314 4,341 
その他 933 1,046 
固定負債合計 446,435 478,071 

負債合計 694,161 642,187 
純資産の部

株主資本
資本金 63,832 63,832 
資本剰余金 76,010 76,010 
利益剰余金 158,101 193,566 
自己株式 △19,793 △19,794 
株主資本合計 278,150 313,615 

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金 22 5 
評価・換算差額等合計 22 5 

純資産合計 278,173 313,621 
負債純資産合計 972,335 955,809 

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府
第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。
　なお、第３四半期会計期間（平成26年10月１日から平成26年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成
26年４月１日から平成26年12月31日まで）は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部
を改正する内閣府令」（平成26年３月28日内閣府令第22号）附則第６条第１項ただし書きにより、改正後の四
半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。比較情報については、同附則第６条第２項により、改正前
の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。
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（２）【参考】四半期損益計算書（個別）
第３四半期累計期間

（単位：百万円）
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日　 （自　平成26年４月１日　
至 平成25年12月31日） 至　平成26年12月31日）

営業収益
営業貸付金利息 85,736 85,513 
包括信用購入あっせん収益 1,647 1,924 
信用保証収益 18,828 21,989 
その他の金融収益 56 61 
その他の営業収益 10,413 12,568 
営業収益合計 116,683 122,056 

営業費用
金融費用 10,244 7,779 
その他の営業費用 67,672 86,091 
営業費用合計 77,917 93,870 

営業利益 38,765 28,185 
営業外収益

受取利息 92 93 
受取配当金 2,283 2,369 
その他 664 455 
営業外収益合計 3,040 2,918 

営業外費用
支払利息 15 16 
投資事業組合運用損 8 11 
保険解約損 5 8 
その他 2 1 
営業外費用合計 31 37 

経常利益 41,774 31,066 
特別利益

固定資産売却益 8 6 
投資有価証券売却益 0 47 
その他 0 0 
特別利益合計 9 53 

特別損失
固定資産売却損 1 9 
固定資産除却損 124 53 
投資有価証券売却損 0 － 
投資有価証券評価損 7 0 
その他 3 0 
特別損失合計 138 63 

税引前四半期純利益 41,645 31,056 
法人税、住民税及び事業税 117 121 
法人税等調整額 64 △1,752 
法人税等合計 181 △1,631 
四半期純利益 41,463 32,688 
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